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図1 農家青年の職業異動(全闇)
注 : I農業からの転職者jとは，それまで「主として農業に従事jしていたが， I就職転出」ゃ「夜宅
就職Jによって他産業に転戦した34歳以下の青年。
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総数 中卒者 向卒者 うち その{也 その他 うち それ 中卒者 尚卒者 うち 大学校
農高 高卒 の 短大 以外 農高 卒者
卒者 者ー 学校 大学 卒者
卒者 卒者
1963~65年 3年計 1882 1190 602 300 302 90 2009 1171 
機成比 100.0 63.2 32.0 15.9 16.0 4.8 
1970~72年 3年計 908 203 636 335 301 69 467 1110 
構成比 100.0 22.4 70.0 36.9 33.1 7.6 
1980~82年 3年計 198 6 159 73 86 33 497 303 
構成比 100.0 3.0 80.3 36.9 43.4 16.7 
1985~87年 3年計 136 8 92 40 52 36 16 20 318 178 41 
構成比 100.0 5.9 67.6 29.4 38.2 26.5 11.8 14.7 
1990~92年 3年計 51 1 24 13 11 26 136 67 33 












1965 476 391 
70 475 439 
75 477 418 
80 422 324 
85 227 144 
90 336 95 


















B/A C/B E 
82.1 76.7 646 
92.4 82.0 606 
87.6 52.9 562 






農家出身者 農家出身 農家出身者中男子計 男子 者の割合 の割合
F G F/E G/F 
533 346 82.5 64.9 
520 . 85.8 
370 65.8 
269 193 53.0 71. 7 
162 124 43.1 76.5 
90 69 22.1 76.7 
58 40 15.2 69.0 
8 小林恒夫
8害日を超える極めて高い水準を保ち， またその割
合が増加していることである。しかもA高校では
割合だけでなく農家出身生徒数も増加している。
またA高校の事例で見られるように，この時期，
農業高校に進学する生徒の農家の 8~9 翻が専業
農家であり，しかもこの時期はその割合が高まっ
てすらいるのである。なお，このような実態と傾
向はおそらく A高校に限らず他の大方の農業高校
でも見られたものと思われる。さて以上のような
実態にあった要因としては， 1つは，上記のよう
に，この時期，高校進学率が急速に高まり，農家
子弟の多くが農業高校に進学したこと， 2つは，
米主産地であった佐賀県の稲作農家の米作り意欲
が「新佐賀段階Jの終了した1967年以降かなりし
ぽんだことは事実だが，しかしこの時期はまだ米
が不足基調にあり米価も上昇傾向にあったため，
稲作収益はまだ高く，米作りに力を注ぐ稲作農家
の子弟が農業を目指して数多く農業高校に進学し
たことを指摘することができる。
第2は，しかし1970年以降，両農業高校におい
て，このような傾向は逆転し，農家出身者数とそ
の割合が減少傾向をたどったことである。それは，
いうまでもなく稲作減反政策の実施の結果，稲作
を中心とする佐賀県農業の収益性が低下傾向を示
し，農家の農業高校離れが進んだことがその主な
要因と考えられるが，また同時に農業高校内に農
業自営者養成学科以外の関連学科等が設置される
など農業高校自体の内部の組織改革が進んだこと，
更には子弟に自家農業を継承させる場合でも従来
主流であった農業高校卒後の新規就農という経路
以外の就農経路を選択する農家が増えてきたこと
等の新たな諸要因が形成されてきたことにもよる
と考えられる。
次に，農業大学校における実態に触れたい。い
うまでもなく農業大学校は高度な専門知識や技術
を持つリーダー的な青年農業者の育成を課題とし
ており，また各都道府県に 1校のみ設置され定員
も限られているため，当初から農家出身者割合が
極めて高く，その点は今日でも基本的に変わって
はいない。ただ近年の新しい動向として，非農家
出身者数の増加傾向が見られ，それが注目されて
いる。農水省の発表によると全国的にこのような
傾向にあり， 1994年度の全国41農業大学校への非
農家出身者の入校者数は533人に増加しその割合
は23%に達したという ('95年5月21日付日本農業
新開)。なお'87年度には208人で9%であった。そ
して，このように非農家世帯の出身者が増加した
要因として，上記農業新聞は， i職業としての農業
に魅力を感じ入校を希望する一般の学生がふえて
いるからJだと述べている。
さて佐賀県農業大学校においても， 1993年度か
ら非農家出身者が増加してきている実態が認めら
れる。そして'95年春卒業の非農家出身者5名の半
数以上は農協(単協)等の農業関連部門に就職し
ている。こうして佐賀県においても農業を見重し，
農業関連部門での仕事を希望する青年が増えてき
ているように見受けられるのであるが，しかし関
頭で述べたように現在日本農業は「冬の時代」に
あり，その将来は決して楽観できる状況にはない。
したがって以上のような動向も，今少しその推移
を見定めつつ検討していく必要がある。
5 .まとめと残容れた課題
近年においても全体としては新規青年就農者数
は減少し続けているのであるが， 1990年以降はそ
の下げ止まり傾向が見られることを確認すること
ができる。同様の傾向は九州においても全体的に
は確認できるが，しかし佐賀県においてはそれが
明確には確認できず，たいへん厳しい状況にある
ということができる。
このような状況を見つめつつ，本研究では，学
歴構成の変容という観点から新規青年就農者の中
核部隊ともいえる新規学卒就農者の性格変化の解
明に中心課題をおいた。すなわち，高度経済成長
期以前は新規学卒就農者の主流は中卒者だ、ったが，
それ以降は高校進学率の高まりと中卒者の激減に
よってその主流は高卒者へと移行した。なお高卒
者の中で農業高校卒者が占める割合は当初からほ
ぼ半数前後であり，その割合は今日でも大きな変
化はなく，農業後継者を育成確保する上で農業高
校の果たす役割の大きさを確認することができる。
また今日でも高卒者が新規学卒就農者の半数近く
を占め主流であることに変わりはないが，短大・
大学あるいは大学校卒者の割合が増大しつつあり，
新規学卒就農者においても高学麗化が進展してい
ることに注目しておきたい。
一方，近年，受験戦争や職業高校の改革の推進
も影響し，佐賀県においても農業高校進学者の中
新規学卒就農者の動向と就農経路の変容 9 
で農家出身の生徒の割合が減少傾向を示している。
またその性格上今日でも農家出身者の割合が高い
農業大学校においても最近，非農家出身者の数と
割合が増加傾向にある。農業大学校におけるこの
ような新動向に日本農業発展の新しい可能性への
何らかの契機が見いだせるのかどうか，それに関
する調査・検討などが今後の研究課題となる。
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